
 

 

 

 

  

 

 「全国学力・学習状況調査」は、小学６年生と中学３年生を対象に、「今後の学び

の基礎となる学習内容」や「実生活において不可欠な知識及び技能」等の習得状況の

ほか、学習意欲や学習環境等を調査するものであり、その結果を踏まえて、学校や地

域で課題を整理し、児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等を図ることを

目的としています。４月18日（火）に実施された本調査の結果が７月末に公表され

ました。今年度は、毎年実施している国語、算数・数学に加え、４年ぶり２度目とな

る中学校英語の調査が行われました。 

 

 今年度の教科に関する調査結果は、次のとおりです。 

＜Ｒ５全国学力・学習状況調査 教科調査結果＞〔平均正答率〕 

これまで、「各教科の平均正答率が全国平均以上」となることを学力向上施策の成

果指標として各種施策に取り組んできましたが、今回、教科別の平均正答率は、小学

校国語を除く、全ての教科において全国平均を下回る結果となりました。特に中学

校英語においては、全国平均との差が前回（Ｒ１）「－１」から今回「－３」に広が

りました。 

設問別にみてみると、昨年度課題であった思考力、判断力、表現力等を問う問題に

ついては改善傾向がみられた一方、複数の情報の関係を様々な方法で整理すること

で、考えをより明確なものにしたり、思考をまとめたりするといった知識・技能の活

用及び読解力に課題がみられました。急速に情報化が進展する社会において、情報

活用に係る資質・能力の育成が求められており、今後は読解力の育成を目指した授

業改善が必要であると捉えています。 

次の資料は、今回の調査で課題のみられた読解力を要する問題の例です。小学校

国語では、児童が「栄養素の働き」に関するパンフレットのページに書き込まれた図

や線を見て、何をどのように整理したものか、正しい説明を選択する問題が出題さ
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れました。県の平均正答率は６０．７％で全国を下回っており、情報と情報の関連付

けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解して使うことに課題が

見られます。中学校英語においては、友達からのメールを読み、相手が示した条件に

合うイベントとして最も適切なものを選択する問題などの平均正答率が全国平均を

大きく下回っており、日常的な話題について、自分の置かれた状況などから判断し

て、必要な情報を読み取るような問題にも課題が見られます。 

小学校国語・大問２-三 【県平均正答率】６０.７％ 【全国平均正答率】６２.０％ 

＜正答＞ ４ 

 

中学校英語・大問６ 【県平均正答率】３０．８％ 【全国平均正答率】３５.９％ 

次の英文は、友達のデイビッド（David）があなたに送ったメールです。メールを読んで、デイ

ビッドにおすすめのイベントとして最も適切なものを、右の１から４までの中から１つ選びなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答＞ ３ 



 

次に、児童生徒質問紙調査の結果です。 

  

〈将来の夢や目標について〉  
○ 将来の夢や目標をもっている児童生徒  

 Ｒ５ (全国) Ｒ４ (全国) Ｒ３ (全国) 

小学校 83.8%  (81.5%) 82.7%  (79.8%) 82.1%  (80.3%) 

中学校 68.9%  (66.3%) 70.3%  (67.3%) 71.3%  (68.6%) 

 
〈読書について〉          

○ 平日に、１日30分以上読書をしている児童生徒 

 Ｒ５ (全国) Ｒ４ (全国) Ｒ３ (全国) 

小学校 33.４%  (37.3%) 33.6%  (36.4%) 36.1%  (37.4%) 

中学校 27.1%  (28.4%) 27.6%  (27.3%) 28.8%  (28.9%) 

 
〈学習習慣について〉          

○ 家で自分で計画を立てて勉強をしている児童生徒  

 Ｒ５ (全国) Ｒ４ (全国) Ｒ３ (全国) 

小学校 73.４%  (70.7%) 72.3%  (71.1%) 77.7%  (74.0%) 

中学校 51.7%  (55.0%) 55.9%  (58.5%) 63.5%  (63.5%) 
 

 

「将来の夢や目標をもっている」と答えた児童生徒の割合は、小・中学校ともに全

国平均に比べて高くなっており、良好な状況が続いています。先生方が日々の学校

生活において、子供たちの主体性や自己肯定感を育むとともに、「えひめジョブチャ

レンジＵ‐１５事業」などを通して、キャリア教育の充実を図られている成果だと

考えています。 

一方、「平日に、１日30分以上読書をしている」と答えた児童生徒の割合は、小・

中学校ともに全国平均を下回っており、引き続き、読書活動の充実が本県の課題と

して挙げられます。そのような中、電子版読書通帳「みきゃん通帳」は、児童生徒の

読書意欲を喚起するとともに、読書傾向への自覚を促すことで幅広い分野への興味

をもたせ、知的好奇心を高めることが期待できるものです。今後も「みきゃん通帳」

を効果的に活用することで、読書習慣の定着を図るとともに、読解力の向上につな

げてほしいと思います。 

また、「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と答えた児童生徒の割合は、小

学校は全国平均を上回っているものの、中学校は大きく下回っています。７月に各

学校に配布している児童生徒が自らの学びを振り返るための「学びのチェックリス



ト」を活用するなど、基本的な学習習慣の定着に向け、学校と家庭が連携した取組等

を工夫してほしいと思います。 

県教育委員会では、今回の結果に危機感をもっています。早急に対策を講じると

ともに、当該学年や当該教科の先生方だけでなく、県、市町、学校それぞれが結果を

しっかりと受け止め、共通理解を図り、今後の教育活動に生かしていく必要がある

と考え、早速８月３０日に、臨時の学力検証会議を開催し、本調査の結果から見え

た、県及び市町の取組に対する成果及び課題と今後の対策について、全市町教育委

員会と協議し共有しました。また、今月７日には臨時の学力向上推進主任研修会を

開催し、学力向上で大きな成果を上げている学校の好事例を共有することで、県、市

町、学校が一体となって、学力向上に向けて更なる授業改善等の対策を進めていく

予定です。各学校でも結果を詳細に分析し、自校に何が足りないのかを把握し、その

改善に努めることが重要だと思います。そして、何よりも大切なことは、今回調査を

受けた子供たちの振り返りをしっかりと行うことです。調査で解けなかった問題を

解けるようにするという取組が必須だと考えています。 

今後は、目的に応じた最適なＩＣＴ活用が教育の質向上の大きな鍵となります。

小学校低学年では紙媒体での読み書きを重視し、基礎・基本の確実な定着を図るな

ど、発達の段階に応じた活用を進めるとともに、今年度よりスタートした「第４期学

力向上推進３か年計画」に基づき、本県教員の高いＩＣＴ指導力を生かして、伝統あ

る愛媛教育と適切なＩＣＴ活用のベストミックスを図った授業改善を推進すること

で、子供たちの更なる学力向上に努めていきたいと考えています。 

これまでに成果のあった取組を継続するとともに、読書習慣の定

着や英語力の向上など、本県の学びの課題克服に引き続き取り組む

ことで、全ての子供の可能性を引き出す学びの実現に、共に最善を

尽くしていきましょう。 


